
別紙 欄に記入してください
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　温室効果ガス削減実施状況報告書

１　事業の概要

（１）事業所の名称　
（２）事業所の所在地

（３）業種

２　計画の期間

　　

 広島県厚生農業協同組合連合会尾道総合病院 広島県尾道市平原1丁目10番23号 病院
　本計画の期間は，平成23年度を基準年度とし，平成25年度から平成28年度までの4年間とする。



３　温室効果ガスの総排出量に関する数量的な目標の達成状況

　《排出量を削減目標とする場合》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　単位：排出量（t-CO2），削減率（％）平成２３年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度5,3055,3055,3055,305 5,643 5,6208.38 2.54 2.9 100.0 100.000.0 0.0 0.0 0.0 0.000.0 0.0 0.0 0.0 0.000.0 0.0 0.0 0.0 0.000.0 0.0 0.0 0.0 0.05,305 5,643 5,6218.38 2.54 2.9 100.0 100.0実績に対する自己評価※　削減率(c)＝((b)-(a))/(a)×100　　削減量の対基準年度比(e)=((a)-(d))/(a)×100
　《原単位を削減目標とする場合》

　　原単位算定に用いた指標： 

平成２３年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度0.0 0.0 0.0 0.0 0.00.0 0.0 0.0 0.0 0.00.0 0.0 0.0 0.0 0.00.0 0.0 0.0 0.0 0.00.0 0.0 0.0 0.0 0.00.0 0.0 0.0 0.0 0.05305 5643 56208.38 2.54 2.9 100.0 100.0実績に対する自己評価※　削減率(c)＝((b)-(a))/(a)×100　　削減量の対基準年度比(e)=((a)-(d))/(a)×100
エネルギー消費原単位（原油換算kl） 5,790 5,551(4.13)基準年度は11ヵ月の操業であるため、実質の対基準年度比の削減率は上表より約１０％高くなる。

温室効果ガスの種類 下段：削減率（c） 計画期間の実績（上段:実排出量(ｄ)，下段：削減量の対基準年度比（e）)

温室効果ガスみなし排出量 5,551(4.13)温室効果ガス実排出量総計
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基準年度は11ヵ月の操業であるため、実質の対基準年度比の削減率は上表より約１０％高くなる。
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４　温室効果ガスの排出の抑制に係る具体的な取組の実施状況

　○　温室効果ガスの排出抑制に向けた取組み

1

3

4

○　温室効果ガスみなし排出量の抑制に関する取組み（環境価値の活用等）

1

2

3

○　その他の取組み

1

2

3 ※　環境に配慮した実践的な取組みなどをされていれば記入してください。
具体的な取組み項　目 削減量等

・空気調和機の運転スケジュール見直し・節電・省エネの励行・照明の点灯時間の見直し常用発電機・廃熱利用型冷温水発生機を運転時間を短縮し、チラーに切り替えて運転しましたが、売電・発電量もとに削減しました。売電　　-93,042ＫＷh発電量　-34,180ＫＷh

具体的な取組み・ガス熱源機器の運転スケジュール見直し・排熱の有効利用・季節に応じた設定温度のチューニング・発電機の運転時間の見直し電気使用量（売電+自家発電）を1.71%削減
燃料使用量の削減 ガス使用量を20500m3約6.19％削減

種　　類 合計量

項　目 削減量等
2 電気使用量の削減・増加


